
、

脚。一同
引
冒
・
且

今金町民憲章

。 民主主義に徹して生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

O 健康で勤労にはげむ明るU町にいたしましょう.

。 筏能をみがき趨象的開発じ努め豊かな町じいたしましょう。

O 教聾告たかめ楽し〈生，舌できる平和な町にいたしまし ょう。

制定昭和42写10月1日



ビリカスキー場
ゲレンデを整備

平
成

2
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以

来
、
桧
山
管
内
初
の
本
格
的
ス
キ

l

場
と
し
て
近
隣
町
村
は
も
と
よ
り
函

館
市
、
南
部
楠
山
地
方
か
ら
多
数
の

入
り
込
み
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る

ピ
リ
カ
ス
キ
坊
の
ゲ
レ
ン
デ
が
整

備
さ
れ
、
施
設
の
い
っ
そ
う
の
充
実

が
は
か
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
務
備
さ
れ
る
の
は

D
コ
ー

ス
の
下
、
リ
フ
ト
沿
い
の
コ

l
ス
で
、

延
長
約
6
0
0
H川
、
幅
約
お
灯
で
現

状
の
夜
間
附
明
施
設
の
利
用
が
可
能

と
な
る
た
め
、

利
用
拡
大
が
は
か
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
コ
ス
の
完
成
に
よ

り
、
祝
祭
日
、
土
9

日
陥
日
に
集
中

す
る
各
組
大
会
的
コ

l
ス
健
保
と
大

会
運
営

・
安
全
面
の
確
保
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

卒
業
費
3
千
7
百
お
万
6
千
円
、

北
海
道
市
町
村
振
興
補
助
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

'.1 0 
11T 
'¥ ~ 

。、、
ゆ山、

引

t 

す利施 ¥ ベ flii
。用設 k 円l 、ピ
者と 'ユ¥ レリ
のな " ) スカ
入 つ / トス
りて ラキ
込おプあ さ々ン l
h ¥) Iとスれ池 坊
がまノレのキて設休は
期!すも瓜|いの必ナ
伺内楽 3止をま充所イ
さでし、消す実なタ
れ主主的 1品 つ e がど|
ま々る 71くた な年設

• 

道南地方最後のまつり

今金八幡神社

祭典に沸く

沼
南
地
方
最
後
の
秋
祭
り
、
「
今
金
八
幡
神

社
例
大
然
」

4
4月
四
日
か
ら
幻
目
的
日
位
で

行
わ
れ
ま
』
ヒ

の
J
r
hw
h

〕2
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事 事で誠策すな今方中来る新早 きを出じ
入て前① 操 務自共町 業す そにをるる金向則的等年急しま問向め従 DIT 
れの要町 性 会治催と 名 。の諮町こ様町で ー にの度にかしくさ各来 醐』
と相 f宮内 格 談会に町 称 概り内とな総取長は休予対した町、担 司治
す談に会 」 町よ内 要了会をシ合り期町制$1:応、 。政各当 1 民兵
る・器・ と づ る会 は承 ・ 目ス酎組 骨1内づ案で地 恕地課月 諸国
。調 づ 自 すく ， 次さ自指テ画み画 ー くにき域 談域長下 ~
整< i古 るり町自 のれ治しム町、の自り反るの 会のが句 でRケ書*

会話会 。塁塁塁 4f章一品業主筆雲と、空語買 高室事品 長去
211にら 制 の り完 全普築とがめの将きやに f佳 ・ 地長 ‘~23;

M 州 臨 機 幽酬慨 i関 与れzp
男こす月と 畿麟灘鱗惣摺朝霧議翻i臨鰻綴 謹議 た自わ要 ② 4?
ののな 事 事治な望出 n
おき再 開り職国各目セ催推業出れの司王 ③ 齢優行 つ③項会いを j$三
願主 催、出目諜はンし進 内 しる謀項緊を先いて町とで 。取者 圭F
ぃ話 予そ席はヒ諜夕、調 容 て .lJ';.題の色従順、は内す言問ありの 竺EE
LEE 定れに町ヤ長 l開 整 も項 ・他 事出位極、会る笠〈入倒 τ
ま;? とぞよ長リ ・ で催会 らに裂に哩iすを力+・ 。しまれ人 J
す二 なれるはン係す場議 7 つ罰、、る付要分自 取でる的
。通 つ 10全じグ長 ・jifrは 轡いが近当轡け望な治 りもこな
肩車 て月体的、対第は 2 努て予い面努て事調会 ま町とXl":
い、会管第応 1町田 めも恕将要め要項整に と内は見

ご ま 11龍王II 2 の国民開 ~提さ来鮪生望にをあ め今行・

• 太鼓で雨を吹きとばす.グ • 

，..，'f' 

};:今金町では自，台総合センヲーから宝〈じ普亙広報事業

として山車新築(金龍山)の助成を受けております。〕3
 
〔



今金町民芸術劇場

影絵劇団かしの樹公演

9
月
日
目
、

町

町

教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
る

町
民
芸
術
劇
場
が
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
囲
内
町
民
芸
術
劇
場
は
彩
絵
劇
団
か
し
の
樹

の
公
演
で
、
渡
島
槍
山
管
内
で
初
め
て
の
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
に
よ
る
生
の
彩
絵
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
1
時
却
分
か
ら
の
幼
児
の
部
に
は
幼
稚
園
・

今
金
保
育
所

小
百
合
保
育
園

・
各
へ
き
地
保
育

所
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
影
絵
公
演
を
楽
し
み
、

7
時
か
ら
の

一
般
的
部
に
は

2
0
0
名
あ
ま
り
の

町
民
が
集
ま
り
、
光
と
陰
が
織
り
な
す

「
ビ
ル
?

の
竪
琴
」
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
を
迫
力
あ
る
大
画
面

で
楽
し
み
ま
し
た
。

古
都
あ
い
を
利
用
し
て
の
彩
絵
の
指
導
も
あ
り
、幼

少
の
頃
に
遊
ん
だ
彩
絵
を
思
い
だ
し
て
い
ま
し
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
配
り

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る• • 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

(
B
/
川

1

8
/
叩
)

パ
l
ン
サ
イ
ド
高
校
生
来
町

受
流
を
深
め
あ
う

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
期
間
中
、
盆
踊
り

大
会
参
加
、
今
金
中

・
品開
山
北
高
校

な
と
の
訪
問
、
茶
道
学
習
な
ど
日
本

の
文
化
と
日
本
語
の
勉
強
、
そ
し
て

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
を
深

一
昨
年
の
ロ
月
に
続
き
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
パ
ン
サ
イ
ド
高
校

生
担
名
、
先
生
3
名
が

8
月
時
日

l

m
日
ま
で
の
日
日
問
、
町
内
の
初
家

庭
に
ホ

l
ム
ス
テ
ィ
し
、
地
域
や
団

体
と
の
交
流
を
通
し
て
、
お
互
い
に

友
好
と
国
際
理
解
を
深
め
あ
い
ま
し

た

め
ま
し
た
。

ま
た
、
日
日
の
歓
迎
レ
セ
ブ
ン
ョ

ン
で
町
青
年
会
議

・
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
友
好
協
会
と
パ

l
ン
サ
イ
ド
高

校
と
の
「
今
金
で
の
交
流
の
足
跡
を

確
認
し
、
今
後
も
末
な
が
く
両
国
団

体
問
の
交
流
が
続
く
こ
と
を
願
い
調

印
す
る
口
と
の
文
面
的
砂
調
印
式
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
卒
業
、

「
ペ
ガ
サ
ス
の
拠
」
卒
業
が
縁
で
高

校
生
受
け
入
れ
が
始
ま
っ
た
も
の

で
、
今
年
で
2
回
目
。

h
v
e
お
に
ぎ
り
e
づ
く
り
に
挑
戦

砂
チ
ヨ
ッ
ト
、

休
み

神
丘
小
学
校
(
児
童
お
名
)
で
は

9
月
げ
目
、
同
校
前
向
国
道
で
か
交

通
安
全
運
動
路
上
呼
び
か
け
u

を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
校
が
毎
年
、
こ
の
時

期
に
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
児
童
が

交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
た
カ

l
ド

3
枚
を
作
成
し
、
学
校
内出
国
で
収
秘

し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
配
り
な
が
ら
、

大
き
な
声
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

神
丘
小
学
校
で
は
、
こ
の
運
動
を

通
し
て
、
安
全
を
確
か
め
て
行
動
す

る
能
力

-
態
度

・
習
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

今
金
町
か
ら
悲
惨
な
交
通
事
故
を

な
く
し
た
い
も
の
で
す
。

4
司
柴
ハ
合
澄
子
宅
に
て
茶
会
体
験
学
習

砂
今
金
中
学
校
訪
問

ク
イ
ズ
で
交
流
を
深
め
る

町民ソフトボール大会

寒昇チーム接戦を制す.グ

第19回

ce 
附
天
に
恵
ま
れ

た
9
月
4
目
、
町

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

出
主
催
同
町
民
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
叩

チ

ム

が

参

加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

試
合
は
接
戦
が

続
き
ま
し
た
が
、

寒
昇
が
優
勝
、
大

和
町
が
準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。勝(寒昇)(蔓

1. 

( 4 ) 

寸
-
-
P
門

町

南

町

商

工

団

地

寒

昇

南

栄

町

大栄

町

昭
和
・
八
幡

高

平日

町

美

町

本
町

旭
町

8
囲
ツ

l
ル
・
ド
・
北
海
道

た
く
さ
ん
の
町
民
が

声
援
を
贈
る

月
日
日
か
ら
4
年
ぶ
り
に
道

舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
国

大
規
模
的
自
転
車
ロ

l
ド
レ

第
8
回
ツ

l
ル
・
ド

・
北
海

お
い
て
弘
日
の
第

3
ス
テ

l

日
田
町
第
4
ス
テ
ー
ジ
が
本

を
舞
台
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
ス
テ
ー
ジ
は
江
差
町
を
出

、
八
熊
線
を
通
っ
て
田
代
品
川
か

道
2
3
0
号
線
に
抜
け
、
ゴ

瀬
棚
町
へ
、
第
4
ス
テ
ー
ジ

‘F第
4
ス
テ
ー
ジ

緊
張
の
ス
タ
ー
ト
グ

企第 3ステージ、国代橋を渡る先頭集団

は
神
丘
ヘ
リ
ポ
ー
ト
前
を
出
発

し
、
北
怜
山
町
ま
で
の
ぬ

5
J
H川

町
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

・個
人
ロ
ー

ト
レ
ー
ス
が
あ
り
大
勢
の
町
民
が

沿
道
か
ら
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

下
り
坂
で
は
時
速
叩

J
M
に
も

な
る
自
転
車
内
速
さ
、
迫
力
に
焼

い
て

い
ま
し
た
。

〕5
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契約書や遺言書など重要な書面は

法律の専門家r公証人Jガ作成する公正証書で

小百合保育園運動会

暑い中

各競技に

ハッスル

小
百
合
保
育
園
の
か
わ
い
い
運
動

会
が

9
月
4
日
、
同
国
図
庭
で
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。!I • 

高
齢
者
の
方
が
健
康
で
地
域
社
会

の
担
い
手
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し

寸
生
き
が
い
あ
る
L

生
活
を
送
る
こ

と
を
目
指
し
て
平
成
6
年
度
の
今
金

町
生
き
が
い
対
策
事
業
が
9
月
6
日
、

総
合
体
育
館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に

2
0
0
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
N
H
K
函
館
局
内
元
チ

ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
島
津
正
美
氏
が

『
こ
と
ば
と
人
間
関
係
』
と
題
し
た

基
調
講
演
を
行
い
、
敬
語
的
使
い
方

な
ど
を
解
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま

し
た
。

昼
に
は
今
金
保
育
所
、
小
百
合
保

育
園
児
の
遊
戯
を
楽
し
み
、
午
後
か

ら
は
和
紙
人
形
ハ

ッ
ピ
ー
ボ
ウ
リ

ン
グ

・
パ
1
7
ゴ
ル
フ

・
映
画
鑑
賞

の
4
講
座
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
学

習
し
、
自
ら
の

「
生
き
が
い
あ
る
L

生
活
を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

企和紙人形づ〈りに挑戦する参加者

こ
の
日
は
、
残
暑
が
厳
し
く
大
変

荘
い
中
で
の
運
動
会
と
な
り
ま
し

h~

園
児
印
名
は
、
父
母
な
ど
が
見
守

る
中
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
冒
険
外
幻

競
技
に
汗
を
か
き
な
が
ら
元
気
い

っ

ぱ
い
走
り
、
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
た
ち

も
綱
引
き
や
リ
レ
ー
な
ど
に
、
子
供

た
ち
の
大
声
援
を
受
け
な
が
ら
ハ
ソ

ス
ル
し
て
お
り
ま
し
た
。

資格者な E法律の専門家ばかりで、この公証人
の作成した公正証書は公文告として、 一般の私

文書 t比べて強い誼拠力があります。
圃秘密厳守で紛失や変造の心配もありません

完成 Lた公正証告の原本は公証人役場に厳重
に保管されますので、紛失したり変造されたり

することはありません。そのうえ、保管に当た

っては秘寄が守られます。造言言i:などを、勝手
に他人に見られるような 二とがないわけです 0

・全図書地で「公証週間Jの行事が催されます

もLあなたが、財産上の重要な取引に関する

契約書、または遺言書の作成な Eでお悩みでし
たら、全国に約300か所ある公証人役場までお

尋ね U~'さい 。 公正証書作成のほか、ニれに関

する法律相談にもの って〈れます。また、毎年

10月1-7日は 「公証週間」てす。この期間中
は、公証人役場で講演会などが催されるはか、

役場ご tに担料公証相談所が開設されます。E

フぞお気軽にご利用〈ださ い。

10月 1 ~ 7 日は「公証週間」

不動産の売り J~，、など重要な取引をしたり、
遺言を残したりするとき、後日のトラブルを防

「ためにあなたな らどうしますか。普通、契約

書や造言告などの書類を残Lておきますよね。

Lカ'L、その文書が法律的にみて内容が不明

確1ごったり、後日「偽物t~..J など t疑いをかけ

bれたり Lたら 。せっかくトラブルを防「

ためにつ〈ったのに意味がありません。そう

ただ、 r :，~nmがある J t いうだりでは、後日のト
ラブノレ防止にはならないのです。

.公正証書の内容は法的に十骨検討されます

そこて、重要な契約書や泣言55などの作成に
は、公証制度を利用する ことをお勧め Lます。

公証制度とは、文書の作成に当事者だりでな

く公的機関が関与することで 法律に適合Lt~

有効な文書をつ(る制度の こtてす。法務大臣
から任命された公証人が内容を十分検討し、法

律的にみて間違いのない公正証書を作成してく

れます。 公~i! 人は裁判官ゃ検察官、弁護士の有

V
告
知
板
/
生
活
情
報
シ
リ
ー
ズ

公正証書や公証人役場についてのお問い合わせは日本公証人連合会
または最寄りの法務局・地方法務局まで

日本公証人連合会 合 03-3502-8050

)
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多
額
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

。
元
今
金
中
学
校
長
岡
消
水
正
義
氏

の
こ
遺
族
が

8
月
初
日
に
役
場
を

訪
れ
、
故
人
の
遺
志
と
し
て
印
万
円

円
寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
。
町
と
し
て

は
図
書
室
町
充
実
に
あ
て
て
い
き
ま

す
。
。
今
金
建
設
協
会
(会
長
松
下
謙
司
)

が
8
月
紅
白
、
地
震
災
告
見
舞
い
と

し
て
鉛
万
円
を
寄
付
き
れ
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

L
Pも

北
海
道
知
事
感
謝
状
を
受
け
る

今
金
町衛
生
委
員
会

生
活
環
境
浄
化
実
践
優
良
団
体
と

し
て
町
衛
生
委
員
会

(会

長

加

藤

保
)
が
北
海
道
知
事
感
謝
状
を
受
け
、

9
月
5
日
に
助
役
よ
り
白
状
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
を
巡
回
し
て
清
掃
指
導
を
行
、
フ
ほ

か
、
資
源
回
収
や
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集

に
も
取
り
組
む
な
と
、
健
康
で
明
る

く
美
し
い
環
境
づ
く
り
を
目
標
に
積

極
的
な
実
践
活
動
が
行
わ
れ
、
町
の

• • 
違
法
な
自
家
用
パ
ス
を
利
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

自
家
用
パ
ス
は

「
も
っ
ぱ
ら
自
己

的
目
的
の
た
め
」
に
の
み
使
用
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
有
料
で
自

家
用
パ
ス
を
使
用
し
た
り
、
無
料
で

あ
っ
て
も
、
反
復
継
続
し
て
他
人
を

輸
送
す
る
こ
と
は
法
律
で
堅
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
あ

っ
て
も

運
転
手
付
き
で
借
り
た
り
、
運
転
手

の
斡
旋
を
受
け
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ

る
白
パ
ス
行
為
と
な
る
た
め
、
こ
れ

も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
家
用
自
動
車
を
利

用
し
て
、
も
し
事
故
に
で
も
逝

っ
た

ら
そ
れ
こ
そ
事
故
処
理
も
複
雑
と
な

り
、
被
害
者
向
救
済
も
遅
れ
が
ち
に

な
り
、
非
常
に
大
変
な
自
に
遭
遇
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
違
法
パ
ス
を
利
用
し

な
い
で
運
輸
省
の
免
討
を
受
け
た
貸

切
パ
ス
事
業
者
を
利
用
し
て
安
全
で

楽
し
い
旅
を
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
雇
用
に

ご

協

力

を

グ

日
月
は

叶高
年
齢
者
雇
用
促
進
月

間
」
で
す
。

環
境
衛
生
の
向
上
に
貢
献
し
て
い

る
の
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

急
速
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い

る
な
か
で
、
高
年
齢
者
の
雇
用
を
促

進
す
る
た
め
に
は
、
卒
業
主
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

ハ
ロ
ー
ワ

1
7
函
館
に
は
、
多
く

円
高
年
齢
者
向
方
が
、
仕
事
の
場
を

求
め
て
い
ま
す
。
高
年
齢
者
向
方
を

安
定
所
内
紹
介
に
よ
り
常
用
雇
用
し

た
場
合
、
各
種
援
護
制
度
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
高
年
齢
者
の
雇
用
促
進

に
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
寸
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月

間
」
中
の
各
都
行
事
的
詳
細
に

つ
き

ま
し
て
は
、
ハ
ロ
ワ
ク
函
館
ま

で

8
0
1
3
8

お

0
7
3
5

自
動
車
点
検
整
備

推

進

運

動

中

強
化
期
間

日
月

i
n
月

安
全
逆
転
し
て
ま
す
か
?

車
の
運
転
は
た
だ
走
ら
せ
る
だ
け

で
は
不
十
分
、
固
く
ば
り
気
く
ば
り

し
て
始
め
て
運
転
で
す
ね
。

車
の
状
態
は
ど
う
で
す
か
?

逆
転
中
に
故
障
や
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
た
ら
大
変
で
す
ね
。
い
つ
も
快

適
で
安
全
に
走
れ
る
よ
う
、

早
め
早

め
内
占
、
検
と
整
備
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
〈北
海
道
運
輸
局
函
館
陸
連
支
局
〉

〕7
 
〔



い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
刀

9
月
日
目
的

「敬
老
町
日
L

に
ち

な
み
、

9
月

日

目

町

長

を

は

じ

め
、
助
役
ら
が
剖
歳
以
上
の
お
年

寄
り
の
方
た
ち
に
自
宅
や
施
設
を
訪

れ、

「
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
下
さ

い
」
と
長
寿
枕
金
を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
回
歳
(
米
寿
)
を
迎
え
ら

れ
た
方
に
は
、
北
海
道
知
事
か
ら
お

祝
い
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

101歳

栄町

99裁

旭町

四歳

日進

98歳

盟寿圏

98歳

盟寿図

97故

盟舟園

97歳

白石

96歳

盟野凶

96哉

神丘中台

96歳

櫨111宮前

おばあちゃん

子美

柳沢ヒシヤ

宮崎ノブヱ

キサ

きく

トメ

丸山シケノ

ナヲ

松本イクヨ

村上

大塚

古川

岩間

高畑

(西)

揖嗣

関脇

同二

敬 |両三

称
略 1岡田

同五

ぷ』
7 

:1大関
長

寿
者 |小結

番
付 1前頭

表

97歳

豊寿[~

97歳

豊寿圃

96歳

下メップ荷台

94歳

八束中央

93歳

盟努圃

93t.rt 

盟丑

92歳

盟寿凶

92哉

御影

92歳

盟雰囲

92歳

旭町

おじいちゃん

仁木治三郎

長谷川金二

常松

五郎

七

勇吉

此一

清馬

清水伊勢吉

小西

山崎

村上

工藤

大塚

和田

(東)

前頭

両国

同五

同二

同三

関脇

小結

横綱

大関
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1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
!
!
!
!
1
1
1
1
1
1
1
J

一

i
f

ム

と
い
え
ま
す
。
築
で
と
れ
た
ア
ユ

一

↑

、

主

砕

い

じ

は
会
ぐ
し
の
う
ね
り

20と
一

一

サ

t

a

E

い
っ
て
尾
が
は
ね
る
形
に
く
し

一

一

を

打

ち

、
ひ
れ
に
化
粧
塩
を
し
た
一

副

〈

尼

や

'e

-

一

行

く

秋

の

所

々

や

下

4
渓
塩
焼
き
を
タ
デ
酢
で
食
い
ほ
す
。
一

一

蕪

村

焼

い

て

み

そ

を

ぬ

っ

た

色

、

回

(

色

一

一

一

紅
葉
か
ら
ま
ず
か
か
り
川
叫
の
田
楽
)
ゃ
、
フ
ラ
イ
な
ど
の
ア

一

一

下

り

築

一
茶

ユ

料

理

も

格

別

で

す
。
河
原
の
ア
一

一

築

は
古
く
か
り
あ
ぬ
唱
法
の
一
力
シ
ヤ
の
林
な
ど

に
し
つ
ら
え
た

一

一

つ
で
、
川
の
流
れ
に
竹
貨
な
ど
を
小
告
げ
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
築

一

一
仕
掛
け
て
曲
、
を
と
る
方
法
で
す
。
の
策
棚
の
木
直
戸
崎
聞
き
な
が
ら
、

一

一
川
を
下
る
色
、
を
と
る
の
を
下

.

.

.

.
 時
折
、
水
面
を
は
ね
る
ア
ユ
一

一
り
築
、
上
る
魚
を
と
る
の
を

.

.

.

.
 を
見
る
の
は
風
情
が
あ
り
ま
一

一

上
リ
築
と
い
い
ま
す
。
ァ
ュ
一
曜
圃
・
・
す
ね
。

一

一
や
マ
ス
、

7
ナ
や
力
ジ

カ
な

語

.

さ

て

、

+

月

は

「

食

生

活

改

一

一
ど
を
と
る
と
き
に
、
使
わ
れ

ゆ
回
・
・
圃
善
普
及
運
動
月
間
」
で
す
。
毎
一

一

る
こ
と
が
多
い
ま
で
す
。

玉
圃
・
日
の
食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
一

一
昔
は
全
国
各
地
の
川
で
よ
く
圃
圃
圃
圃
が
悪
い
と
、
成
人
病
を
引
き
一

一
見
か
け
ま
し
た
が
、
最
近
は
・
・
圃
起
こ
す
要
因
と
も
な
り
ま
す
。
ι

一
魚
の
資
源
保
護
な
ど
を
理
由
に
、

毎
日
の
食
生
活
を
見
直
し
、
偏
っ
一

一

あ
ま
り
築
を
仕
掛
け
な
く
な
っ
て
た
食
事
を
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
一

一

き

て

い

る

よ

う

で

す

。

チ

エ

ン

ク

し

て

み

ま

し

ょ

う

。

一

一

秋

に

な

る

と

、

川

に

近

い

街

道

之

l
川
、

H
eヘ
〆

一

一

な
ど
に
、
「

O
O
名
物
×
×
築
L

な

…一
一

r
a
J
G
U阿
川

時

一

一
ど
と
害
い
た
の
ぽ
り
旗
を
見
か
け

でん
諸
説

。

臨

め

町

¥

ド

同

一

一
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
九一二

一

小

川

品

川

監

岡

山

一
観
光
用
に
っ
く
り
れ
た
も
の
で
す
。

T
R
い
抗
出
向
翠
竺

一
築
で
落
ち
ア
ユ
な
ど
を
と
り
、
そ

一一一一州市川
駅
剛
院

vυ
ム
P
A抗
H
剥
位
、
A

一

一
の
場
で
料
理
を
し
て
く
れ
る
の
で

一一一い
捨
議
観
相
代
リ
胡

n刊
H
M
一

一
す
。

ヨ

彩

考

吟

，

学

和

-h
会

一

一

塩

焼

き

は

ア

ユ

料

理

の

定

番

J
J

A
一司

ヨ

寸

C
…

F
-s
'
t'h.

‘。，
•. 
4.，z，.，M'
・8‘.6
・se--
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坂本ミ ツヱ同六重i蔵内藤同六

ん
に
て
ロ
マ
ン
を
語
り
あ
い

η

愛
指

令
ラ
ン
ド
u
町
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。

鷲
町
代
表
は
小
生
に
名
誉
会
長
に
な

っ
て
ほ
し

い
と
の
事
で
し
た
が
、
会

員
の
一
貝
と
い
う
事
に
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

垣間
っ
て
い
る
、
っ
ち
に
神
百
の
迎
合

町
内
会
長
の
田
中
春
次
さ
ん
の
名
前

が
出
て
き
ま
し
た
。
実
は
明
日
、
神

丘
の
百
年
祭
が
行
わ
れ
る
と
の
話
で

し
た
。

帥
品
掛
さ
ん
は
さ
っ
そ
く
田
中
さ
ん

を
迎
え
に
行
か
れ
て
同
席
と
な
り

我
が
ま
ま
を
い

っ
て
百
年
祭
に
出
席

さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
、
感
動
的

で
盛
大
な
記
念
行
事
で
し
た
。
神
丘

小
学
校
の
校
庭
に
開
基
百
年
町
立
派

な
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
し

ば
し
先
祖
の
苦
労
を
想
う
一
時
で
し

た

こ
の
度
、
さ
っ
ぽ
ろ
今
金
会
に
鷲

罰
氏
も
出
席
さ
れ
会
的
活
動
紹
介
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
を

初
め
多
く
の
人
に
恕
い
の
場
と
し
て

自
由
に
訪
れ
て
頂
き
育
ま
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
ら
、
愛
指
令
町
会
共

々
望
外
の
幸
せ
に
恕
い
ま
す
。

勝
手
な
事
を
記
し
ま
し
た
が
、
故

郷
町
皆
様
と
さ
っ
ぽ
ろ
今
金
会
内
会

員
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
つ
つ

ベ
ン
を
世
き
ま
す。

• • 
これよ り下では、レ ッ ドカード !J 

北海道最低賃金
道内で事業を営む使用者及びその卒業場で仰Jくすべての労働者(臨時、パー トタイ 7 一、

アノレパイト等を含む)に適用される北海道最低賃金額が、次のとおり改定されました。

最低賃金額 日額 4.575円
時間額 572同

効力発生年月日 平成6年10月 1日

北海道労働基準局

「最低賃金

(一%笥をの戸イドjレー----・e・--_.二:::
;砂佐々木 {す1 回f!y*jll~ì
平成4年12月29日生まれ t 開..;:G:'..' i 

l 上稲穂佐々木浩弘、佳代子さんの長男 嵐宮間型&l..向"jlAl!事量 l
親から] 雇通倭語量直正 晴~ f. r.翠?掴!
; とても霊恕のいい子で、どこで覚えた.掴・盟理.明 '.fi現描画面1
1のか、っくり辛料で。-画r，....... 圃4路署、- ~
l 天然的おとぼけと畏いをふ りまいて〈 ・園周E-:'(.， 一司圃-歯固II!II. ! 
1れる優しい子です。1::苫葺掴'( I・・園田自画.i
l このまま素直にスクスクと育っては Lii言..，明品用』喧E・・・・E孟弘』・
1 いと思い ます。 ~，睡iJ Y袖圃直同国圃・・園面ii' ..圃

rP':~ー‘荒Jl I 業庁"A . 
! ~、弘、 l~・・・・・開園 (平成4年 3月4日生まれ

i?21九'明哩・Yi金原旭荒)11典彦弘、路香判 長女 l 
-4\場開.~~r， [親から1 1 

h アり吻も_~ J 歌と踊りが大好きで、保育所ごつこと.
jV Y ミ芳和13ピアノのレッスンごっこは毎日かかしつ
F 町 、色且，八九 i，~， せん。保育所ごっこは先生の役。「さあ 、 p
i UM  lみんな立って IJ とおじいちゃんもおば:

~事そJ壇 lあちゃんも容赦をく遊戯の練習をさせら司
1 ・l切 io;M ItLます。 1 

i-e三三--竺箆ろもー-e.ti，:;ごとに、とごと二三:ー-j
〕B
 
〔

l' へ刊、〈…ぃ……~…~、刊I!?11

j 俳句 ; 

; さ寄ょ 又E新t秋t宰i踊57
んせーυ 涼l膝与のる
J ま 返士人目や雨今 峰古輪ゎ } 
} 焼やす友~客弓け越ζ の ) 
1 く 波主逝"座ざんえ老，
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
募
集

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

化
社
会
へ
向
け
て
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
体
制
充
実
の
た
め
、
平
成
7
年
度

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
l
円
増
貝
を
い
た
し

た
く
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

戸ト】
一三
ロ

募
集
人
只

受
付
期
間

而
按
試
験
日

4

資

絡

ω平
成
7
年
3
月
間
校
卒
業
見
込

み
の
方

同
自
宅
か
ら
通
勤
可
能
な
方

川
口
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
又

は
取
得
見
込
み
の
方

5

申
込
先

今
金
町
社
会
福
担
協
議
会
事
務
局

8
2

1
5
0
2
 

l z 

インフ対メーション
3 

女
子
1
名

平
成
6
年
叩
月
1

日
か
ら
時
固
ま
で

m月
お
日

作
業
停
電
の
お
知
ら
せ

。
停
電
日

時

間

同
月
時
日
側

午
前
8
時
か
ら
正
午
ま
で

。
停
屯
場
所

今
金
町

(
下
根
川
1
英
利
河
を
除

く
)
全
域
ほ
か

。
問
い
合
わ
せ

機診を受けて明るい健康づくり

10月みんなの健

ほ
く
で
ん
北
柿
山
営
業
所

2
4
1
5
5
5
3
 

国
民
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

て
い
な

い
方
に
は
同
き
ま
せ
ん

本
年
5
月
叩
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
道
路
交
通
法
的
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
よ
り
ま
し
て
、
免
許
証
の

有
効
期
限
に
メ
リ
y
ト
制
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
.
免
許
証
の
つ
つ

か
り
失
効
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

免
許
証
の
更
新
忘
れ
を
防
止
す
る

た
め
、
公
安
委
員
会
で
は
更
新
予
定

者
全
貝
に

【述
転
免
尚
更
新
情
報
}

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

更
新
情
報
は
、
巡
転
免
許
証
に
記

織
さ
れ
て
い
る
住
所
地
あ
て
に
郵
送

し
ま
す
の
で
、
公
安
委
員
会
に
住
所

変
更
腐
を
し
て
い
な
い
方
に
は
周
き

ま
せ
ん
円
で
住
所
変
克
を
お
忘
れ
な

く。
運
転
免
許
更
新
情
報
の
郵
送
日

更
新
期
間
の
初
日
(
誕
生
日
向
1

ヵ
月
前
)
の
前
日
ま
で
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

。
運
転
免
許
更
新
情
報
内
内
容

・
更
新
の
で
き
る
期
間
・

新
し
い
免

許
証
の
有
効
年
数

(
3
1
5
年
)

・
緋
習
区
分
(
優
良
締
官
と

一
般
講

習
の
区
分
)

・
更
新
手
続
き
に
必
要

な
賀
用

・
手
続
き
に
必
裂
な
も
の

住
所
変
更
手
続
き
な
ど
詳
し
く

は
北
柏
山
野
祭
器
ま
で

8
4
1
5
2
2
1
 

ω月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間

で
す
。
役
場
年
金
係
で
は
国
民
年
金

相
談
コ
ナ
を
特
設
し
て
叩
月
日

日

ωか
ら
凶
日
幽
ま
で
皆
様
の
質
問

や
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

{
町
民
稲
祉
税
年
金
係
〉

国

民

年

金

保

険

料

の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
が

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

今

一
度
、
納
付
書
を
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
き
ま
す
と
、
老
齢
基
礎
年
金

ば
か
り
か
、
も
し
も
の
と
き
の
障
害

法
縫
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〈
町
民
相
祉
線
年
金
係
}

命
運
転
免
許
証
更
新
情
報
。

を

ご

存

じ

か
で

す

項 目 M 書記 者 実施目 時 間 対泉地区 災施金場 備 考 お知らせ

3日開) 18目、 25日の母

17日開) 老人福祉 親学級は2回目

① 般相談 全 住 民 10，00-12，00 全地区 保健悟導、健康相談
24日開) セノター 受講で絡了とな

31日開) りま曾。

受付 'J 民 身体計測、保健借導、健肢相 予防健樹(制約
② 乳児相談 生桂6、9ヶ月児 6日開 " 

13，00-13，30 センター 談 対車

原検査、血液検査、歯科指導 E主桂3ヶ月~
受付

@ 妊師健睦 妊婦の方 II日同 " 国保病院 輩聾指導、保健指導、医師器 24ヶ月
13 :凹--13: 30 

察 (有料} 25日国保病院

今 金 26日富田医院
@ 股脱健睦 生桂 3ヶ月児 H日同 13，00-14 ， 00 " 股関節X線保1!3

保健所 羽田町民Uタ

18日同 受付 町 民
⑤ 母脱学級 妊闘の方 " ビデオ等

25日同 13: 00-[3 : 30 セノター

畳付 身体剖側、保健指導、健康相
⑥ 育児制座 生韓日ヶ月児 20日同 " " 9，30-10，00 談

生 後 4、 7、 受付 身体計測、保健指導、常聾指
⑦ 乳児健酷 20日同 H " 

1 0、 12ヶ月児 12: 30-13・。。 導、医師詮察、歯科指導

@ 
生桂3歳 受付

3雄児他睦 27日同 " " " 
2、3、4ヶ月児 [2: 45-13: 15 

(町民福祉課衛亜揺 ・国保晶)

巡
転
免
許
一刊
の
住
所
変
更
を
し• • 

1 

募
集
学
科
、
人
員
及
び
修
業
年

限
①
畜
産
経
営
学
科
及
び
畑
作
図
芸

経

営

学

科

前

田

名

②
稲
作

経

営

専

攻

コ

ス

叩

名

①
②
と
も
に

2
年
間
修
業

応
募
資
格

①
椛

m入
校

・
苅
等
学
校
を
平
成
7
年
3
月
卒

業
見
込
み
で
、
学
業
成
例
制
概
評

が
B
段
階
以
上
何
人

②
一
般
入
校

・
高
等
学
校
卒
業
、
卒
業
見
込
み
、

2 

• • 

〕O
 
1
 
〔

有
す
る
方

3

願
書
の
受
付
期
間

推
煎
入
校

平
成
6
年
ロ
月
1
日
1
9
日

一
般
入
校

平
成
6
年
ロ
月
1
日
1
同
日

出
住
地
の
市
町
村
を
経
由

L
.
州
国

業
大
学
校
へ
脱
出
し
て
く
だ
さ
い
.

な
お
、
試
験
的
自
民
な
ど
詳
し
く

は
脱
業
大
学
校
(中
川
叩
本
別
町
同
仙
見

虫
世

0
1
5
6
2『
4

2
1
2
l
)、
お
依

ま
い
の
市
町
村
、
最
寄
り
町
農
業
改
良

普
及
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
な
老
後
を
お
び
や
か
す

i
骨

粗

懸

病

i

骨
と
い
、
え
ば
、
石
の
よ
う
に
硬
く

て
丈
夫
な
も
の
、
そ
ん
な
イ
メ
ジ

を
も
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
?

骨
の
中
は
海
綿
の
よ
う
に
な
っ
て
い

て
、
そ
の
中
を
血
液
が
流
れ
、
骨
の

細
胞
が
毎
日
入
れ
か
わ
っ
て

い
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
が
体
の
中
に
入
っ
て

こ
な
け
れ
ば
、
骨
は
内
側
か
ら
減
っ

て
い
き
最
後
に
は
ダ
イ
コ
ン
に
ス
が

入
っ
た
よ
う
に
ス
カ
ス
カ
の
目
に
な

り
、
ち
ょ

っ
と
転
ん
だ
だ
け
で
骨
折

し
た
り
、
腰
に
力
を
入
れ
た
だ
け
で

背
骨
が
つ
ぶ
れ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
骨
組
燃
病
と

い
い
、
近
年
急
増
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
臼
歳
以
上
向
老
人
の

3

分
の

l
は
骨
粗
耗
病
の
状
態
に
あ
り

女
性
に
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

骨
粗
総
病
の
チ
エ

ソ
7
ポ
イ
ン
ト

①
背
中
、
腰
の
耐
が
り
が
急
に
ひ
ど

く
な
っ
た

②
若
い
頃
よ
り
身
長
が
低
く
な

っ
た

③
慢
性
的
な
腰
の
摘
み

こ
の
よ
う
な
背
中
に
心
あ
た
り
が
あ

る
方
は
要
注
意
F
・

官
粗
終
病
の
対
策
と
し
て
第
一

に

あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
カ
ル
ン
ウ
ム
の

摂
取
を
増
や
す
こ
と
、
こ
れ
は
若
い

う
ち
か
ら
固
い
っ
ぱ
い
貯
金
し
て
お

く
こ
と
。

第
二
と
し
て
運
動
、
筋
肉
を
よ
く

動
か
し
て
骨
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
a

骨
も
刺
激
を
与
え
な
い
と
カ
ル
ン

ウ
ム
が
抜
け
出
し
、

官
が
萎
縮
し
て

き
ま
す
。
と
に
か
く
自
分
の
体
力
と

ベ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
運
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

カ
ル
ン
ウ
ム
摂
取
と
運
動
、
こ
の

2
つ
を
ポ
イ
ン
ト
に
い
つ
ま
で
も
し

っ
か
り
と
し
た
丈
夫
な
骨
を
も
っ
て

生
活
し
ま
し
ょ
う
.

{
町
民
福
祉
課
保
健
指
導
係
}

夕、以臼径三ラζ5
牛乳由カルシウムは吸収されやすい。牛乳を 1日にコ ップ
1杯飲めば、 1日町必要量目30%程度{的 200{~r') のカ
ルンウムがとれる

〕-1
 
〔



令や令 住民の動態 令やや

8月末現在

(前月対比)

(+ 7) 

(+ 4) 

(+ 3) 

(+ 14) 

7，467人

3，603人

3，864人

2，532世帯

人口

男

女

世帯数

10月の休日当番医
2日 北格山町国保病院 (北翰山) E④5321 

9日 百: 回 医 院 (今金) 2②0324 

10日今金町国保病院 (今金) E②0221 

16日 道南ロイヤル病院 (北柏山) まま④5011

23日岩 日丹 医 院 (今金) 宮②0057

30日 北楠山町国保病院 (北柏山) 包④5321

8月11日(光弘九 2女)口英町

8月12日(光弘九2男)高美町

8月16日(秀幸九長男)栄

8月19日(辰治九 2女)南栄町

9月1日(博 九長男)八鈴

町

、っシLでめお-q，
 

ょ
t
n
A
%

、
'
1
3
1

色、

じ
"
里
。
哉
と
人

吋
槻

か大

ん

ま真
u似
刷
勇

'糸

川雄

た

川
お

谷

悶

長

中島

木南

米山

中塚

固いつまでもお Lあわせに

%谷 伸二な(商工団地)=木島静子な(北槍山町)

下稲穂

村1丘新興

末広町

村丘中央

末広町

大和町

中トマンケン

圏おくやみもうしあげます

藤倉 誠九 8月20日 78歳

木山藤五三 8月21日 85歳

今野 ミヨさん 8月24日 73歳

西野穂子さん 8月29日 50歳

佐々木哲也さん 9月6日 56歳

下山 ミキさん 9月13日 83歳

川崎質雄九 9月16日 62歳

米の一
番
出
荷
全
量
一

等
米
H
H

一

• 
発
行
/
北
海
道
会
金
町
役
場

.

耐
②

O
T
j番

目
ヶ
月
ぶ
り
の
出
荷

企祝い酒を敵みほす吉本さんと奥さん

道
南
地
方
向
ト
y
プ
を
切
っ
て
9

月
9
目
、
米
の
初
出
荷
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
目
、
出
荷
し
た
の
は
鈴
岡
町

吉
本
富
夫
さ
ん
日
間
で
午
前
9
時
す
ぎ
、

「
空
育
1
2
5
L
1
6
3
俵
を
道
食

糧
事
務
所
今
金
支
所
内
検
査
所
に
搬

入
。
品
質
検
査
の
結
果
、
全
霊

1
等

米
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
大
冷
警
の
た
め
、
ほ
と

ん
ど
収
穏
で
き
ず
、

M
U

ケ
月
よ
り
の

出
荷
と
な
り
、
関
係
者

一
間
前
日び
に

つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

吉
本
さ
ん
に
は
町
と
農
協
か
ら
お

祝
い
の
お
楢
が
贈
ら
れ
ま
し
た
@

編
一集
一後
一記

地
震
災
害
冷
害
と
い
う
ダ
ブ
ル

パ
ン
チ
に
み
ま
わ
れ
た
昨
年
同
秋

祭
り
、
今
年
内
秋
祭
り
は
雨
に
み
ま

わ
れ
ま
し
た
が
、
出
品
作
が
予
想
さ
れ
、

や
は
り
活
気
が
巡
い
ま
し
た
。

太
鼓
合
戦
の
激
し
い
リ
ズ
ム
と
背

に
体
全
体
が
ゾ
ク
ゾ
ク
し
、
聞
の
中

が
真

っ
白
に
な
り
ま
し
た
。

削
町
中
、
然
り
側
係
者
の
皆
さ
ま

ご
苦
労
様
で
し
た
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

1
 
2
 
1
 
〔


